
広報「みやわか」が、あなたの生活に欠かせない「話題」と「情報」をお届けします
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第１次宮若市総合計画〈概要版〉を配布します
　昨年の広報７月号で特集した「宮若市総合計画」が基本計画・実施計
画を含め、完成しました。今月の広報と一緒に、その概要版を皆さんにお
届けしています。

宮若市の将来像と
それを実現するための計画です

　第１次宮若市総合計画は、基本構想、基本計画、実施計画の３つの構
成となります。昨年の６月議会で議決を受けたのが総合計画の基本構想の
部分となります。その基本構想のなかで、自立した宮若市として、また新
たなふるさととしての環境を作ることを目指し、「ひと・みどり・産業が輝
く新たなふるさと～ 市民・企業・行政が協働で創る自立都市を目指して～」
と将来像を定めました。
　これまで、公募による市民の皆さんの意見や、それぞれの分野で活躍し
ている人々からの助言など、総合計画を策定するに当たり、多くの人の希
望が詰め込まれています。
　今回、皆さんに配布した概要版には掲載していませんが、実際に計画を
遂行するうえで必要となる財政的な計画を定めた3年間の実施計画も策定
しています。基本構想、基本計画、実施計画の詳細を知りたい人は、本
庁まちづくり推進グループで用意しています完全版をお渡しします。宮若
市公式ホームページ（http://www.city.miyawaka.lg.jp/）にも同様の内容
を掲載していますので、そちらもご覧ください。

５月中旬より
タウンミーティングを行います

　市民の皆さんと協働でまちづくりを行うために、総合計画の内容をしっ
かりと説明し、情報や課題を共有したいと考えています。５月中旬より、
小学校区単位を基本とした「タウンミーティング」（まちづくり座談会）を
行う予定としています。詳しい日程などは来月の広報でお知らせします。
概要版に目を通して、わからないことや疑問に思ったあなたは、ぜひ説明
会に参加してみてください。
　ともに、宮若市の未来について語り合いましょう。
● 問い合わせ　本庁まちづくり推進グループ☎３２・０５１２

３月１日発行の広報みやわかの中で、４月号に道路特定財源の特集を
するように掲載していました。しかし、国政での審議が行われている最
中であり、現段階では方向性が定まっていません。このようなことから、
詳細が確定次第、お伝えしたいと考えます。
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公平、公正、透明、れん潔を旨に、
心血を注いで市の発展と市民福祉の向上に

取り組みます

自然と共生したまちづくり

個性豊かな快適生活のまちづくり

活気あふれる多様な産業と交流のまちづくり

■ 環境基本計画の策定
■ 不法投棄監視カメラの設置
■ 事業所などのごみの適正収集
■ 資源ごみ拠点回収の実施によるご
みの減量化とリサイクルの促進

■ 上水道事業と簡易水道事業の一元

化への取り組み
■ 下水道への接続促進
■ 宮若市汚水処理施設整備構想に基
づく整備促進

■ 荒廃森林再生事業の推進
■ 城地区の急傾斜地崩壊対策事業

■ 都市計画マスタープランの策定
■ 上有木地区と内山地区の国土調査
■ 若宮地区農業振興地域整備計画の
見直し

■ 図書館を核とする生涯学習施設や
若宮コミュニティセンターの準備

■ 住宅マスタープランの策定
■ 人口定住化の推進
■ 勝野長井鶴線などの道路整備の推
進

■ 災害時の誘導や安否確認などの情
報伝達体制の整備

■ 農地・水・環境保全向上対策事業
の継続

■ 日吉地区の中山間地域農業活性化
事業の推進

■ 上有木地区崎田ため池や所田地区
布谷ため池の整備事業

■ 下有木地区などの用水路改修工事
■ 磯光工業団地の早期完成と企業誘
致

■ 商業の振興
■ 観光推進計画の策定
■ 公共施設案内サインの整備

　

平
成
18
年
３
月
、
宮
若
市
発
足
当
初
に
市

長
に
就
任
し
、
二
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の

間
、
市
民
や
議
会
な
ど
の
多
く
の
人
々
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
市
民
福
祉

の
向
上
を
基
本
に
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し

ま
し
た
。
昨
年
は
、
五
年
間
で
財
政
効
果
を
三

十
二
億
円
と
す
る
行
財
政
改
革
大
綱
や
集
中

改
革
プ
ラ
ン
の
策
定
、
今
後
十
年
間
の
宮
若

市
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
を
示
し
た
総
合
計

画
基
本
構
想
・
基
本
計
画
の
策
定
、
さ
ら
に

地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
の
構
築
や
定
住
化
促
進

に
も
資
す
る
就
学
前
乳
幼
児
医
療
費
の
無
料

化
な
ど
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

併
せ
て
、
福
岡
県
が
構
想
す
る
北
部
九
州

自
動
車
百
五
十
万
台
生
産
拠
点
形
成
を
担
う

ト
ヨ
タ
自
動
車
九
州
の
生
産
拡
大
や
設
計
開

発
部
門
の
新
設
決
定
、
県
に
よ
る
磯
光
工
業

団
地
造
成
事
業
の
実
現
な
ど
、
将
来
に
向
け

た
展
望
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
の
決
算
で
は
、
市
税
収
入
が

回
復
し
た
こ
と
に
よ
り
、
経
常
収
支
比
率
な
ど

の
一
定
の
改
善
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
国
の
三
位

一
体
改
革
の
影
響
な
ど
に
よ
る
補
助
金
、
地
方

交
付
税
な
ど
の
減
少
、
高
齢
化
に
伴
う
社
会

保
障
経
費
の
増
大
な
ど
に
よ
り
、
い
ま
だ
厳
し

い
財
政
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
本
市
の
中
に
あ
っ
て
、
第
一
次

宮
若
市
総
合
計
画
に
定
め
る
主
要
事
業
を
確

実
に
行
っ
て
い
く
こ
と
が
、
新
生
宮
若
市
の
ま

ち
づ
く
り
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
っ

て
い
く
と
考
え
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
の
市
政
運
営
は
、
昨
年
に
引

き
続
き
私
の
政
治
信
条
で
あ
る
公
平
、
公
正
、

透
明
、
れ
ん
潔
を
旨
に
、
心
血
を
注
い
で
宮
若

市
の
発
展
と
市
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
、
職
員

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

平成２０年度施政方針

健康でやすらぎのある福祉のまちづくり

豊かな心を育むまちづくり

地域が自立した協働のまちづくり

計画の推進と実現のために

■ 被保護者に対する就労支援事業
■ 後期次世代育成支援行動計画策定
のための調査

■ 第 3保育所と東幼稚園において認
定こども園事業の試行的実施

■ 妊婦検診の公費助成の拡大

■ 老人保健福祉計画の策定
■ 障害者計画・障害福祉計画の第 2
期計画の策定

■ 健康増進のための意識啓発と各種
保健事業の充実

■ 保険財政の安定運営

■ 自治基本条例の策定および、職員
の地域担当制の導入

■ まちづくり座談会やまちづくり出
前講座の開催

■ 河川堤防巡視除草業務の継続
■ 地域情報化のためのラストワンマ

イルの整備促進
■ テレビ放送のデジタル化のための
条件不利地の共聴設備整備

■ ふるさと祭りなどの開催
■ 男女共同参画基本計画の策定
■ ALTの招致事業

■ 認定こども園を試行的に実施
■ 若宮幼稚園の給食の実施
■ 小中学校の再編準備と小学校低学
年の３０人学級や小中一貫教育の
実施への調査

■ 「学力向上プロジェクトE」事業の

拡大
■ 生涯学習基本計画の策定
■ 総合的なスポーツ活動の推進
■ 多目的広場整備基本計画の策定
■ 文化財保護計画の策定
■ 損ケ熊古墳の保存工事

■ 行政運営の効率化や自主財源の確
保など健全な財政基盤の確立

■ 各種諸証明の発行手数料の改正
■ 市税などの収納率の向上及び滞納

対策の強化
■ 市税のコンビニ納付のためのシス
テム改修など事前作業事業

４月１日から来年の３月３１日までの１年間にどのような施策を行うのか、市の進むべき指針を示すのが、施政方針です。
総合計画にある基本計画に沿って、どのような事業に取り組もうとしているのか、皆さんにお伝えします。



輝くふるさとを目指して市民憲章を制定
市花「ヒガンバナ」、市木「サクラ」に

　

広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
宮
若
市
民
憲
章
が
完
成
し
ま
し

た
。
構
成
は
前
文
と
本
文
の
大
き
く
分
け
て

二
つ
の
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

前
文
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が

ま
ち
づ
く
り
に
か
か
わ
る
こ
と
で
、
将
来
の

夢
や
希
望
が
実
現
で
き
る
ま
ち
に
し
よ
う
と

い
う
内
容
で
す
。

　

本
文
は
、
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
が
個

条
書
き
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
５

つ
と
な
っ
て
お
り
、「
自
然
」、「
歴
史・伝
統
」、

「
思
い
や
り
・
人
権
」、「
産
業
」、「
地
域
性
」

で
構
成
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
目
指
す

べ
き
姿
を
、
分
か
り
や
す
い
言
葉
で
表
現
し

た
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
ご

意
見
を
い
た
だ
き
、
公
募
に
よ
る
委
員
会
の

選
考
の
結
果
、
決
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
花
、
市
木
に
つ
い
て
も
多
数
の

応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
、

市
の
花
を
「
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
」、
市
の
木
を
「
サ

ク
ラ
」
に
決
定
し
ま
し
た
。
今
後
、
市
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
、
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

宮
若
市
民
憲
章

　

私
た
ち
の
宮
若
市
は
、
緑

輝
く
自
然
や
誇
り
あ
る
歴
史

と
伝
統
を
先
人
よ
り
受
け
継

い
で
き
た
ま
ち
で
す
。

　

こ
の
ま
ち
を
愛
す
る
私
た

ち
は
、
将
来
の
夢
や
希
望
を

実
現
で
き
る
「
輝
く
ふ
る
さ

と
」
を
目
指
し
、
こ
こ
に
市

民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

一

み
ど
り
豊
か
な
自
然
を

愛
し
、
美
し
い
ま
ち

を
つ
く
り
ま
す
。

一

歴
史
と
伝
統
に
学
び
、

文
化
の
薫
り
高
い
ま

ち
を
め
ざ
し
ま
す
。

一

互
い
に
助
け
あ
い
、
や

す
ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち

を
め
ざ
し
ま
す
。

一

活
力
に
満
ち
た
産
業
を

育
み
、
働
き
や
す
い

ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一

ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
誇

れ
る
ま
ち
を
つ
く
り

ま
す
。

意見 検討の結果、採用された意見

前文の「歴史と伝統」と本文中の「伝統と歴
史」は、どちらかに統一した方がよいのでは

「歴史と伝統」に統一します

「働きやすさ」と「やすらぎ」は、別のテー
マでは

「働きやすくやすらぎのあるまち」を「働きやすいまち」とし、
その前の本文中の「暮らしやすいまち」を「やすらぎのあるまち」
に修正します

「活気に満ちた産業」は、「活力に満ちた産業」
の方が適切な表現では

「活力」は元気に働く力という意味を持つ言葉で、こちらの方が
適当であると考えますので、「活力に満ちた産業」に修正します

本文の末尾は、「つくります」に統一した方
がよいのでは

5つ目の本文の末尾は「つくります」に修正します。2つ目と3
つ目の本文は、前段の表現に合わせ原案のとおりとします

意見 検討の結果、採用しなかった意見

市民憲章を定める理由や目的を、前文に入れ
た方がよいのでは

前文中の将来の夢や希望を実現できる輝くふるさとをつくること
が、この市民憲章の目的です

「ふるさと」は自分が生まれた土地で、住ん
だことのある土地、なじみ深い土地という意
味を持っているので、「まち」という言葉よ
りこの用語を使う方が適切では

「ふるさと」という言葉は、多くは故郷としての意味で使ってい
ますが、市民憲章は主に、現在住んでいる人を対象としたもので
あるため、本文中ではあえて「まち」という言葉を使っています

・「まちを愛する」や「輝くふるさと」は感性的、
抽象的で言葉だけが先行しているのでは
・宮若市から日本全国にメッセージを発信す
るため、例えば「核兵器反対」「効率、消費
より地球環境重視」など、アピールする文言
があった方がよいのでは

市民憲章は、一人ひとりの市民が、さまざまな局面で自分にでき
ることを見つけ、自主的に行動することを誓い合って定められる
ものです。抽象的であるからこそ自由な発想と行動を可能にして
いるので、具体的な表現についてはあえて使わないようにしてい
ます

医療費の適正化が必要となる
国民健康保険高医療市町村に指定

宮
若
市
の
医
療
費
が

増
加
し
て
い
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
で
は
、
年
齢
構
成
の
高

低
な
ど
を
勘
案
し
、
全
国
平
均
よ
り
も
医

療
費
が
非
常
に
高
い
市
町
村
に
対
し
て
医

療
費
適
正
化
を
図
る
た
め
の
指
定
を
行
い

ま
す
。
宮
若
市
の
平
成
18
年
度
の
国
民
健

康
保
険
の
給
付
費
は
、
全
国
平
均
を
一
・
○

○
と
し
た
場
合
に
一・一
七
二
（
地
域
の
特

別
事
情
控
除
前
一・
二
五
六
）
と
な
っ
た
こ

と
で
、
高
医
療
費
市
町
村
の
指
定
を
受
け

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
指
定
を
受
け
た
こ
と
か
ら

今
後
、
医
療
費
の
適
正
化
を
推
進
す
る
た

め
に
、
次
の
よ
う
な
事
業
を
重
点
的
に
行

い
ま
す
。

● 

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導　

生
活
習

慣
病
（
特
に
糖
尿
病
）
に
着
目
し
た
特

定
健
康
診
査
を
行
い
ま
す
。
健
診
の
結

果
で
指
導
が
必
要
な
人
に
は
、
特
定
保

健
指
導
を
行
い
ま
す
。

※ 

40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
国
民
健
康
保
険

加
入
者
は
、
年
に
一
度
必
ず
受
診
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
既
に
治
療
中
の
人
は
除
き

ま
す
。

● 

重
複
・
多
受
診
者
へ
の
訪
問
指
導　

同

月
内
に
同
じ
診
療
科
の
医
療
機
関
に
重

複
し
て
受
診
し
て
い
る
人
や
多
数
受
診

し
て
い
る
人
を
対
象
に
医
療
機
関
受
診

の
指
導
を
行
い
ま
す
。

　

医
療
費
が
増
え
て
く
る
と
国
保
財
政
の

悪
化
に
よ
り
保
険
税
の
引
き
上
げ
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
の
健
康
づ
く
り

に
心
が
け
、
年
に
一
度
必
ず
健
診
を
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
す
る
皆
さ
ん
は
、

保
険
証
の
確
認
を

お
願
い
し
ま
す

　

４
月
か
ら
後
期

高
齢
者
医
療
制

度
が
始
ま
り
ま

す
。
今
ま
で
医

療
機
関
な
ど
に

受
診
す
る
場

合
は
国
保
や
政
府
管
掌

保
険
な
ど
の
保
険
証
と
老
人
医
療
証

を
提
示
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た

が
、
４
月
か
ら
は
後
期
高
齢
者
医
療

の
保
険
証
を
提
示
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
の
被
保
険
者
証
は
、

３
月
中
旬
に
対
象
者
の
ご
自
宅
に
郵

送
し
て
い
ま
す
。
ご
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。

※ 

３
月
ま
で
使
用
し
て
い
た
国
民
健

康
保
険
証
、
老
人
医
療
証
は
４
月
以

降
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

各
自
で
廃
棄
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
政
府
管
掌
保
険
な
ど
の
被

用
者
保
険
に
加
入
し
て
い
た
人
は
被

保
険
者
証
を
返
還
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
返
還
に
係
わ
る
手
続
き
に
つ

い
て
は
、
管
轄
の
社
会
保
険
事
務
所

や
加
入
し
て
い
た
保
険
組
合
な
ど
へ

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

● 

問
い
合
わ
せ　

本
庁
国
保
年
金
係

☎
３
２・４
０
０
４

一般 退職 老人 全体

宮若市（県内順位） ２７２，５７５円（２２／６６位） ４１８，４７８円（３１／６６位） ９４７，５５６円（５０／６６位） ５１５，９０５円（１１／６６位）

県内最高 ３２３，１８６円 ４６３，６１３円 １，１８２，５４７円 ５８６，９４４円

県内最低 １８５，１７５円 ３３１，６１３円 ８１３，０３５円 ３６５，４１２円

福岡県平均 ２３６，０６４円 ４２９，３６３円 １，０３１，６５３円 ４７３，０６１円

全国平均 ２０３，０４１円 ３９１，８８１円 ８３８，６５９円 ３８９，５５１円

● 問い合わせ　本庁国保年金係
☎３２・４００４

市木「桜」
市内の河川敷などにも植えられ、市
民の皆さんの愛着が高いことから選
ばれました。（応募総数３６８点）

市花「彼岸花」
どんな天候でも花を咲かせ、堅実な
歩みを目指す本市にふさわしいこと
から選ばれました。（応募総数４２８点）
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● 平成１８年度１人当たりの医療費
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標
準
小
作
料
を

一
万
四
千
円
に

改
訂
し
ま
し
た

　

標
準
小
作
料

と
は
、
農
地
を

貸
し
借
り
す
る

と
き
に
、
目
安

と
し
て
利
用
す

る
た
め
の
も
の

で
、
市
町
村
農

業
委
員
会
ご
と
に
定
め
ら
れ
て
い
る

も
の
で
す
。

　

こ
の
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
貸
し

手
と
借
り
手
と
で
利
害
が
対
立
す
る

こ
と
を
防
ぎ
、
農
業
経
営
の
安
定
化

を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
年
は
三
年
に
一
度
の
目
直
し

時
期
に
な
っ
て
お
り
、
今
ま
で
は

十
ア
ー
ル
（
千
平
方
メ
ー
ト
ル
）
当

り
一
万
六
千
円
で
し
た
が
、
米
価

の
低
迷
に
よ
り
、
４
月
１
日
か
ら

一
万
四
千
円
に
改
訂
し
ま
し
た
。

　

農
地
の
貸
し
借
り
を
行
う
時
に
、

分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
農
業
委

員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
貸
し
手
と
借
り
手
の
人
が
、

印
か
ん
を
持
っ
て
一
緒
に
農
業
委
員

会
ま
で
来
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
そ
の

場
で
貸
し
借
り
の
申
請
書
の
作
成
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

● 

標
準
小
作
料　

一
万
四
千
円
（
４

月
１
日
か
ら
改
訂
）

● 

問
い
合
わ
せ　

本
庁
農
業
委
員
会

☎
３
２・３
５
５
３

固
定
資
産
税
相
当
額
の

奨
励
金
を
交
付

　

宮
若
市
に
定
住
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

住
宅
お
よ
び
そ
れ
に
伴
う
土
地
を
取
得
し

た
人
に
対
し
て
、
そ
の
支
払
う
固
定
資
産
税

相
当
額
を
七
年
間
奨
励
金
と
し
て
交
付
し

ま
す
。
こ
れ
は
福
岡
県
下
で
も
初
め
て
の
制

度
と
な
り
ま
す
。

　

下
の
表
は
、
標
準
的
な
事
例
で
す
。
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

対
象
者　
▽
市
外
か
ら
転
入
し
て
宮
若
市

で
住
宅
（
土
地
・
家
屋
）
を
取
得
す
る

人
▽
市
内
居
住
者
で
現
に
借
家
な
ど
に
住

ん
で
い
て
、
新
し
く
住
宅
（
土
地
・
家
屋
）

を
取
得
す
る
人

※ 

取
得
す
る
住
宅
の
新
築
、
中
古
物
件
は
問

い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
建
て
替
え
は
対
象
外

と
な
り
ま
す
。

● 

対
象
物
件　
▽
土
地
＝
三
百
三
十
平
方

メ
ー
ト
ル
以
内
（
こ
の
面
積
を
超
え
る
部

分
は
対
象
外
）
▽
家
屋
＝
床
面
積
が
五
十

平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
二
百
八
十
平
方
メ
ー

ト
ル
以
内
、
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
は
四
十
平

方
メ
ー
ト
ル
以
内
二
百
八
十
平
方
メ
ー
ト

ル
以
内

※ 

二
百
八
十
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
た
場
合

は
す
べ
て
の
家
屋
が
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

● 

期
日　

平
成
20
年
１
月
２
日
か
ら
平
成

24
年
12
月
31
日
ま
で
に
住
宅
を
取
得
・

登
記
し
た
場
合

● 

交
付
方
法　

毎
年
対
象
者
の
申
請
に
基

づ
き
交
付

● 

交
付
期
間　

七
年
間

● 

交
付
金
額　

十
五
万
円
（
年
最
大
の
金

額
）

宮若市で家を取得した人に
奨励金を交付します

１８歳から３９歳の人も受診
４月からの基本健診が変わります

住
民
票
の
写
し
や

戸
籍
謄
本
な
ど
の

請
求
時
に
は
、

本
人
確
認
を
行
い
ま
す

　

宮
若
市
で
は
、
住
民
異
動
届
や

戸
籍
の
届
出
な
ど
を
お
受
け
す
る
場

合
、
窓
口
に
来
た
人
の
本
人
確
認
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
住
民
基
本
台
帳
法
や
戸
籍

法
の
改
正
に
よ
り
、
５
月
１
日
か
ら

住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
謄
本
な
ど
の

証
明
書
交
付
の
際
に
も
、
本
人
確
認

を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

● 

証
明
書
請
求
手
順　
▼ 

申
請
書
を

提
出
す
る
と
き
に
、
窓
口
に
来
た

人
に
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、

写
真
付
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
な

ど
の
本
人
確
認
書
類
の
提
示
を
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で
本
人
確
認
を

行
い
ま
す
。

　

 

▼ 

代
理
人
や
使
者
の
人
は
、
さ
ら

に
委
任
状
な
ど
の
書
面
に
よ
り
代

理
権
限
の
確
認
も
行
い
ま
す
。

　

 

▼ 

郵
送
で
請
求
す
る
場
合
は
、
本

人
確
認
書
類
の
写
し
を
同
封
す
る

こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
し

い
内
容
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

● 

問
い
合
わ
せ　

本
庁
市
民
係
☎

３
２・
０
５
１
４
、
支
所
市
民
グ

ル
ー
プ
☎
５
２・１
１
１
１

（例１）新築の場合：土地３００平方メートル（９０坪）
住宅１３０平方メートル（４０坪）

固定資産税
の金額
（奨励金）

土地（９０坪） １０，０００円程度

家屋（４０坪） １００，０００円程度
（当初３年間は半額５０，０００円）

合計 １１０，０００円程度
（当初３年間は６０，０００円）

７年間合計 ５５１，０００円程度
（評価替えを含む）

（例２）中古（築１０年）の場合：土地３００平方メートル（９０坪）
住宅１３０平方メートル（４０坪）

固定資産税
の金額
（奨励金）

土地（９０坪） １０，０００円

家屋（４０坪） ６７，０００円

合計 ７７，０００円

７年間合計 ４９５，０００円（評価替えを含む）

医
療
保
険
者
が
主
体
と
な
り

健
診
を
行
い
ま
す

　

平
成
19
年
度
ま
で
の
基
本
健
診
は
40
歳
以

上
の
市
民
を
対
象
に
、
宮
若
市
が
行
っ
て
い

ま
し
た
が
、
４
月
か
ら
は
、
国
保
や
社
会
保

険
な
ど
の
医
療
保
険
者
が
実
施
主
体
と
な
り

健
診
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
皆
さ
ん
が
加
入
し
て
い
る
医

療
保
険
の
種
類
に
よ
っ
て
健
診
の
実
施
場
所

な
ど
が
異
な
っ
て
き
ま
す
。
宮
若
市
国
民
健

康
保
険
以
外
の
保
険
に
加
入
し
て
い
る
本
人

や
そ
の
家
族
の
人
の
健
診
に
つ
い
て
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
医
療
保
険
者
に
場
所
な
ど
を
確
認

し
て
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
今
ま
で
は
40
歳
未
満
の
人
に
対
す

る
健
診
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
４
月
か

ら
は
18
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
人
も
、
市
が
行

う
健
康
診
断
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

詳
し
い
日
時
や
場
所
な
ど
に
つ
い
て
は
広

報
み
や
わ
か
３
月
号
と
同
便
で
各
家
庭
に
配

布
し
た
「
平
成
20
年
度
日
程
表
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

年齢 受けられる健診の種類 健診を実施する場所

１８歳から
３９歳まで

健康診断
がん検診

パレット、マリーホール

４０歳から
７４歳まで

特定健診

宮若市国民健康保険に
加入している人

パレット、
マリーホールなど

上記以外の保険に
加入している人

保険者が指定する
医療機関など

がん検診 パレット、マリーホール

７５歳以上

健康診査
福岡県後期高齢者医療広
域連合が指定する医療機
関など

がん検診 パレット、マリーホール

● 問い合わせ　本庁まちづくり推進
グループ☎３２・０５１２

● 問い合わせ　保健センターパレッ
ト☎５５・６０００

「変わる始まる施策・制度」2008年版



たすけあいのこころを教育へ

▼  共同募金の収益を教育委員会に寄贈
　昭和２２年に始まった社会福祉活動を進めていくための共同募金。
平成１８年度に一般募金として集められ、５，６９４，８００円が宮若市社
会福祉協議会に寄せられました。
　この募金は高齢者や障害者福祉事業などを始めさまざまな分野に
活用していきます。古野満男会長は児童、青少年福祉事業に活用し
てほしいと、市内の学校にプロジェクターを寄贈しました。
　有吉教育長は「たくさんの人の思いがつまった共同募金を学校に寄
贈していただくことは大変ありがたいこと。大切に使います」と謝辞
を述べました。

日ごろの学習成果を発表

▼  第６回宮田隣りんまつり
　３月２３日、宮田隣保館で第６回隣りんまつりが行われました。あ
いにくの悪天候の中での開催となりましたが、駐車場が満車になるほ
ど多くの来場者が訪れました。
　子ども会からは、１年間をかけて学習してきた内容を発表するなど、
舞台披露も行われました。
　参加者の１人からは、「一見、平等に見える現代社会にも、以前と
して差別ははびこっています。このようなまつりを通して、本当に差
別のない社会の構築を訴えていきたいと思います」と、力強い抱負を
語ってくれました。

若造の夢に酔ってみませんか

▼  宮若４Ｈクラブ、米焼酎若造販売
　今年も待ちにまった「若造」販売の季節がやってきました。毎年
瞬く間に完売となってしまう若造が４月１５日に販売開始となりま
す。
　無農薬、無化学肥料にこだわったお米から作られる焼酎は、まろ
やかで口当たりもよく女性にもおすすめです。若手の農業者の夢が
詰まった「若造」を飲みながら宮若市のまちづくりについて語り合っ
てみませんか。
※ 未成年の飲酒は法律で禁止されています。お酒は２０歳を過ぎて
からお願いします。

あなたの身近で起きた出来事や楽しい話題、イベントなどの情報を教えてください。本庁まちづくり推進グループ☎３２・０５１２（内線２３３）まで

Miyawaka
Watching

広報担当がどこにでも取材に行きます！

どこかにあなたの知っている人がいるかもしれない

まちの話題やイベントを紹介するこのページの名は…

ウサギさんより大好き！

▼  わんぱく農園でニンジン掘
　２月１９日、本城地区にあるわんぱく農園で、保育所の園児による
ニンジン掘が行われました。無農薬にこだわり、「農業ふれあい塾」
のメンバーが管理しているわんぱく農園。この日は第一保育所の４０
人の園児がスコップを片手にニンジン掘に挑戦しました。
　「ニンジンに葉っぱが付いている」、「大物ニンジンだ」とあちらこ
ちらから園児の興奮した声が聞こえてきました。
　「野菜と触れあうことで、これまでニンジンが嫌いだった子も食べ
られるようになったりするんです。このような機会をもっともっと作
りたいですね」と、農業ふれあい塾のメンバーが話してくれました。

桜雲館、見事団体優勝

▼  第２８回筑豊地区少年柔道大会
　３月２日、嘉麻市の山田武道館で第２８回筑豊地区少年柔道大会が
行われました。この大会に出場した桜雲館Ａが優勝し、個人戦でも優
秀な成績を収めました。成績については次のとおりです。
● 団体戦　 ▽優勝＝桜雲館Ａ（山口賢史朗、行圓純可、蔵森諒、行圓
元朗、光田隆也、木下将充）

● 個人戦　 ▽小１年生の部・第３位＝山口賢史朗 ▽小４年生の部・優
勝＝行圓元朗 ▽小５年生・第３位＝光田隆也 ▽小６年生の部・第３
位＝春田健伍 ▽小学校１・２年生の部・優勝＝行圓純可

● 優秀選手賞　木下将充

我が家のわんぱく王子で

す。スクスク育ってね。

田
たがた
形　春

しゅんすけ
裕 ちゃん

Ｈ19年4月8日生（本城）

３歳のお誕生日おめでと

う！弟には負けません。甘

え上手な宏基です。

永
ながやす
易　宏

ひろき
基ちゃん

Ｈ17年4月27日生（宮田）

お誕生日おめでとう。たく

さん遊んで、たくさん食べ

て元気に育ってね。

松
まつおか
岡　蒼

そうた
平ちゃん

Ｈ19年4月17日生（長井鶴）

ウルトラマンみたいに強く

なってね！

村
むらやま
山  太

たいち
一ちゃん

Ｈ17年4月27日生（宮田）

少々男っぽいところもある

けれど優しい女の子になっ

てね。

吉
よしだ
田　菜

ななみ
々美ちゃん

Ｈ18年4月13日生（鶴田）

パパもママもねえねもにい

にも、みーんなみつきのこ

とが大好きだよ。

安
やすなが
永　光

みつき
希ちゃん

Ｈ18年4月20日生（山口）

１歳のお誕生日おめでと

う。これからも元気にたく

ましく育ってね。

池
いけがみ
上　翔

かける
琉ちゃん

Ｈ19年4月19日生（本城）

お誕生日おめでとう!!すず

の笑顔がパパやママの癒し

です。

石
いしむら
村　すず音

ね

ちゃん

Ｈ17年4月3日生（磯光）

１歳のお誕生日おめでと

う。凜お姉ちゃんと仲良く

ね。

井
いもと
本　寧

ねね
々ちゃん

Ｈ19年4月30日生（磯光）

３歳のお誕生日おめでと

う。これからも優しい愛華

でいてね。

上
うえの
野  愛

あいか
華ちゃん

Ｈ17年4月28日生（上大隈）

パパとママの宝物、すーち

ゃん！２歳のお誕生日おめ

でとう。

塩
しおかわ
川　純

すみれ
礼ちゃん

Ｈ18年4月1日生（鶴田）

いつも元気なしょうくん。

これからもお姉ちゃん、お

兄ちゃんと仲良くね。

白
しらいし
石　聖

しょうま
虎ちゃん

Ｈ17年4月12日生（下）

● 満３歳までの宮若っ子を募集しています。５月生まれで掲載を希望される人は、４月１４日（月）までに本庁まちづくり推進グループ、
支所市民グループまで申し込んでください。



「母子家庭自立支援給付金」

母子家庭の
経済的な自立を支援します

母
子
家
庭
の
母
の
経
済

的
な
自
立
を
支
援
す

る
た
め
に
、
厚
生
労

働
省
と
宮
若
市
で
は
、
次
の
と
お

り
就
業
支
援
制
度
を
行
っ
て
い
ま

す
。自

立
支
援
教
育

訓
練
給
付
金

　

母
子
家
庭

の
母
が
就
業

に
つ
な
が
る

能
力
開
発
の

た
め
に
受
講

し
た
講
座
の

受
講
料
に
対
す
る
助
成
で
す
。

● 

対
象
者　
▽
宮
若
市
に
住
ん
で

い
る
人
▽
所
得
が
児
童
扶
養
手

当
受
給
対
象
所
得
水
準
で
あ

る
こ
と
▽
当
該
教
育
訓
練
が
適

職
に
就
く
た
め
に
必
要
と
認

め
る
も
の
▽
雇
用
保
険
教
育
訓

練
給
付
金
の
受
給
資
格
が
な

い
も
の

● 

対
象
講
座　
▽
雇
用
保
険
制
度

の
教
育
訓
練
給
付
金
の
対
象

と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
指

定
す
る
教
育
訓
練
講
座
▽
就
業

に
結
び
つ
く
可
能
性
の
高
い

講
座
で
厚
生
労
働
大
臣
が
別

に
定
め
る
講
座

● 

支
給
額　

受
講
料
の
二
割
（
上

限
十
万
円
）

● 

手
続
き　
▽
対
象
講
座
の
受
講

開
始
日
前
に
、
対
象
講
座
指

定
申
請
書
の
提
出
が
必
要
で

す
▽
指
定
講
座
の
修
了
後
、
支

給
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

高
等
職
業
訓
練

促
進
給
付
金

　

母
子
家
庭

の
母
が
就
職

に
有
利
な
資

格
を
取
得
す

る
た
め
養
成

機
関
に
お
い

て
修
業
し
て
い
る
場
合
、
一
定
期

間
に
つ
き
経
済
的
支
援
を
行
い
ま

す
。

● 

対
象
者　
▽
宮
若
市
に
住
ん
で

い
る
人
▽
所
得
が
児
童
扶
養
手

当
受
給
対
象
所
得
水
準
で
あ

る
こ
と
▽
養
成
機
関
に
お
い
て

二
年
以
上
修
業
予
定
の
人
▽
就

業
ま
た
は
育
児
と
就
業
の
両

立
が
困
難
な
人

● 

対
象
資
格
▽
看
護
師
、
準
看
護

師
▽
介
護
福
祉
士
▽
保
育
士
▽

理
学
療
法
士
▽
作
業
療
法
士

● 

支
給
額　

十
万
三
千
円（
月
額
）

● 

支
給
期
間　

修
業
期
間
の
最

後
の
三
分
の
一
（
最
大
十
二
カ

月
）
の
期
間

● 

手
続
き　

支
給
申
請
書
を
修

業
期
間
の
三
分
の
二
に
相
当

す
る
期
間
を
経
過
し
た
日
以

後
に
、
提
出
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

● 問い合わせ　本庁児童母子福祉係☎ 32・0517

「がん検診」

４月３０日はマリーホール宮田で
がん検診を行います

生
活
習
慣
の
変
化
に
よ

り
、
若
年
層
に
お
け

る
が
ん
の
発
症
が
増

え
て
き
て
い
ま
す
。
宮
若
市
で
は

４
月
よ
り
、
が
ん
検
診
を
受
診
で

き
る
年
齢
を
18
歳
に
引
き
下
げ

ま
し
た
。
が
ん
は
早
期
に
発
見
し

治
療
を
行
え
ば
予
後
の
改
善
も

期
待
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　

検
診
の
年
間
日
程
に
つ
い
て

は
、「
平
成
20
年
度
日
程
表
」
に

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
都
合
の

良
い
日
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

検
診
は
予
約
制
で
す
の
で
、
必
ず

申
し
込
み
を
し
て
か
ら
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

● 

検
診
日　

４
月
30
日
（
水
） 

、

午
前
９
時
か
ら
10
時
30
分
ま

で
受
付

● 
と
こ
ろ　

マ
リ
ー
ホ
ー
ル
宮
田

● 

申
込
期
間　

４
月
２
日
（
水
）

か
ら
16
日
（
水
）
ま
で

● 

申
込
方
法　

電
話
や
フ
ァ
ク

ス
で
パ
レ
ッ
ト
ま
で
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
。
な
お
、

フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
み
さ
れ

る
場
合
は
、
名
前
や
生
年
月

日
、
住
所
や
電
話
番
号
、
受

診
し
た
い
検
診
項
目
を
必
ず

記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

● 問い合わせ　保健センターパレット☎ 55・6000
FAX52・1660
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「狂犬病予防注射日程表」

愛犬に愛情一本
狂犬病注射

● 問い合わせ　本庁環境衛生係☎ 32・0516
● 問い合わせ　支所福祉グループ☎ 52・1113

検査 対象 内容 料金 定員

胃がん検診

１８歳以上の人

胃部レントゲン

（バリウム服用）
５００円 ８０人

大腸がん検診
便潜血検査

（健診当日回収します）
３００円 １５０人

肺がん検診

胸部レントゲン検査

（必要に応じて喀痰検査）

※ ６５歳以上は結核検診を

含みます

１００円 １５０人

子宮がん検診 １８歳以上の女性 子宮頚部の細胞診 ４００円 ８０人

乳がん検診

１８歳から３９歳の女性 視触診のみ １００円 ８０人

４０歳以上の女性

① 視触診のみ

② ①とマンモグラフィ

※ マンモグラフィは

　２年に１回です

① １００円

② ５００円

８０人
（マンモは

５０人）

市民の皆さんの生活に直結するい
ろいろな制度やイベントを紹介す
るコーナーです。みやわか

HOT LINE
市役所からのホットなニュースとインフォメーション

年
に
一
回
の
注
射
は
、

愛
犬
や
社
会
へ
の

思
い
や
り

　

す
べ
て
の
飼
い
犬
は
、
狂
犬

病
予
防
法
に
基
づ
き
登
録
と
予

防
注
射
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
登
録
は
一
生
涯
に
つ
き

一
回
で
す
が
、
予
防
注
射
は
一

年
に
一
回
受
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
集
団
予
防
注
射
の
日

程
は
表
の
と
お
り
で
す
。
狂
犬

病
は
犬
だ
け
の
病
気
で
は
な
く
、

人
間
に
も
感
染
す
る
病
気
で
す
。

狂
犬
病
を
防
ぐ
た
め
、
飼
い
主

と
し
て
の
責
任
を
し
っ
か
り
と

持
ち
、
愛
犬
に
は
狂
犬
病
の
予

防
注
射
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

● 

対
象　

生
後
三
カ
月
を
経
過

し
た
犬

● 

料
金　
▽
登
録
＝
三
千
円
▽
注

射
＝
三
千
五
十
円

※ 

日
本
で
は
昭
和
33
年
以
降
、

狂
犬
病
の
発
生
は
認
め
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
世
界
各
地
で
は

い
ま
だ
に
狂
犬
病
が
流
行
し
て

い
ま
す
。
海
外
渡
航
に
よ
り
、

イ
ヌ
や
ネ
コ
、
コ
ウ
モ
リ
、
キ

ツ
ネ
、
ア
ラ
イ
グ
マ
な
ど
に
か

ま
れ
る
と
感
染
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
狂
犬
病
は
、
発
病
す

る
と
ほ
ぼ
百
パ
ー
セ
ン
ト
の
確

率
で
死
に
至
る
病
気
で
す
。

　

も
し
、
か
ま
れ
た
ら
現
地
の

医
療
機
関
で
受
診
し
、
検
疫
所

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

日 ところ 時間

３日

（木）

千石公民館 ９：３０～９：５０
力丸十二支苑 １０：００～１０：１０
中畑公民館 １０：３０～１０：４５
日吉農協前 １０：５０～１１：００
縁山公民館 １１：１５～１１：２５
小谷公民館 １１：４０～１１：５０
芳賀バス停 １３：１５～１３：２５
上脇田藤氏宅下 １３：３５～１３：４５
脇田公民館 １３：５５～１４：１０
吉川支館 １４：２０～１４：３５
小伏公民館 １４：５０～１５：２０

４日

（金）

浅ケ谷天満宮下 ９：３０～９：４０
畑公民館 ９：５０～１０：００
原の前バス停 １０：１０～１０：２０
山口コミュニティー
センター １０：３０～１０：５０

小原中央公民館 １１：００～１１：２５
小原集会所 １１：３５～１１：５０
黒目公民館 １３：１５～１３：３０
竹原隣保館 １３：４０～１４：００
高野公民館 １４：１０～１４：３０
若宮総合支所 １４：４５～１５：２０

日 ところ 時間

７日

（月）

平公民館 ９：３０～９：４０
中支館 ９：５０～１０：０５
上稲光構造改善センター １０：１５～１０：２５
宮永研修センター １０：３５～１０：５０
黒丸公民館 １１：０５～１１：１５
乙野バス停 １１：２５～１１：４５
金生公民館 １３：１５～１３：３５
下隣保館 １３：４５～１４：０５
下乙藤多目的集会所 １４：１０～１４：３０
湯原生活センター １４：４０～１４：５０
山ノ口集会所 １５：００～１５：１０

８日

（火）

岩渕公民館 ９：２０～９：５０
所田公民館 １０：０５～１０：２５
長井鶴公民館 １０：４０～１１：０５
原田寒の湿安田氏宅前 １１：１５～１１：３０
原田公民館 １１：４０～１１：５５
飯之倉公民館 １３：１５～１３：３０
旧ＪＡ笠松支所 １３：４０～１４：１０
芹田公民館 １４：２０～１４：４０
金丸瀬戸アパート横 １４：５０～１５：１５

９日

（水）

四郎丸公民館 ９：２０～９：３０
倉久公民館 ９：４５～１０：００
内山公民館 １０：１５～１０：３５
上有木公民館 １０：５０～１１：１０
沼口公民館 １１：２５～１１：５５
向田隣保館 １３：１５～１３：３５
若宮八幡宮 １３：４５～１４：１０
旧水原公民館 １４：２０～１４：３５
水原上組集会所 １４：４５～１５：１５

１０日

（木）

日陽公民館 ９：２０～９：４０
菅牟田公民館 ９：５５～１０：３５
松尾公民館 １０：４５～１１：０５
石炭記念館 １１：１５～１１：４５
北小学校校庭 １３：１５～１３：５５
東小学校体育館 １４：１０～１５：１０

１１日

（金）

白百合団地公民館 ９：２０～９：４５
百合野団地公民館 ９：５５～１０：２５
鶴田公民館 １０：３５～１０：４５
本城公民館 １１：００～１１：３０
Ｂ＆Ｇ海洋センター １３：１５～１３：５５
宮若市中央公民館 １４：０５～１５：００

日程（５月の注射は１３日に行います）



「地域担当の紹介」

在宅介護支援センターを
ご存じですか

● 問い合わせ　本庁老人福祉係☎ 32・0515
● 問い合わせ　支所福祉グループ☎ 52・1113

市
で
は
、
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
の
職
員

が
高
齢
者
の
皆
さ
ん

の
お
宅
を
訪
問
し
て
、
在
宅
保
健

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
や
利
用
方

法
な
ど
の
説
明
、在
宅
高
齢
者（
要

介
護
・
要
支
援
の
認
定
を
受
け
て

い
な
い
人
）
の
実
態
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。

他
に
も
こ
ん
な
こ
と
を

や
っ
て
い
ま
す

▼ 

面
接
や
電
話
で
、
在
宅
介
護
な

ど
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

▼ 

高
齢
者
の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
申
請
手
続
き
の
受
け
付
け

や
代
行
、
公
的
保
健
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
に
あ
た
っ
て
の
調
整
を

行
っ
て
い
ま
す
。

● 

利
用
対
象
者　

お
お
む
ね
65

歳
以
上
の
要
援
護
高
齢
者
、

要
援
護
高
齢
者
と
な
る
お
そ

れ
の
あ
る
高
齢
者
や
そ
の
家

族
な
ど

● 

利
用
料　

無
料

　
訪
問
詐
欺
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

最
近
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
の
職
員
を
装
っ
て
個
人
情
報

や
、
金
銭
を
要
求
す
る
事
件
な
ど

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
訪
問
す

る
職
員
は
、
必
ず
身
分
証
明
書
を

携
帯
し
て
い
ま
す
の
で
疑
問
を
感

じ
た
ら
身
分
証
の
提
示
を
求
め
ま

し
ょ
う
。
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「市内バス桃山線の変更」

５月１日から乗り合いバスの桃山線
が変更になります

● 問い合わせ　本庁商工観光係☎ 32・0519

「ごみ減量化への補助金制度」

地球環境にちょっといいこと
始めてみませんか

市
で
は
、
ご
み
と
し
て

処
理
さ
れ
て
い
る
資

源
の
有
効
利
用
と
減

量
化
の
推
進
を
目
的
と
し
て
、
生

ご
み
処
理
機
器
購
入
の
助
成
と
、

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
を
行
う
団
体
の

補
助
事
業
を
次
の
と
お
り
行
っ
て

い
ま
す
。

生
ご
み
処
理
機
器

購
入
補
助
金

　

市
内
に
住
ん
で
い
る
一
般
家
庭

の
人
が
、
販
売
店
で
購
入
し
た
指

定
処
理
機
器
が
対
象
と
な
り
ま

す
。

● 

対
象　

平
成
19
年
４
月
以
降

に
購
入
し
た
も
の

● 

補
助
金
額　

機
器
購
入
価
格

の
半
額
（
上
限
額
と
し
て
▽ 

Ｅ

Ｍ
容
器
、
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
＝

三
千
円
▽
電
動
式
、
手
動
式
＝

三
万
円
）。
一
世
帯
に
つ
き
電

動
式
や
手
動
式
に
つ
い
て
は
一

個
、
Ｅ
Ｍ
容
器
、
コ
ン
ポ
ス
ト

容
器
は
二
個
を
限
度
と
し
ま

す
。

※ 

そ
れ
ぞ
れ
限
度
個
数
の
補
助

金
の
交
付
を
受
け
て
、
五
年
以
内

は
、
新
た
な
補
助
金
の
申
請
は
で

き
ま
せ
ん
。

● 

申
請
方
法　

生
ご
み
処
理
機

器
を
購
入
し
、
領
収
書
（
日

付
、領
収
印
、処
理
機
の
名
称
、

型
式
、
製
造
番
号
、
購
入
者

の
名
前
の
確
認
が
で
き
る
も

の
）、
保
証
書
（
処
理
機
の
型

式
や
製
造
番
号
が
明
記
さ
れ

て
い
る
も
の
）、
印
か
ん
、
振

込
先
が
わ
か
る
も
の
（
通
帳
）

な
ど
の
写
し
を
持
っ
て
き
て
く

だ
さ
い
。

古
紙
等
集
団
回
収

補
助
金

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
で

構
成
す
る
自
治
会
や
公
民
館
、
子

ど
も
会
、
婦
人
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
老

人
ク
ラ
ブ
な
ど
の
団
体
で
、
集
団

資
源
回
収
活
動
の
内
容
を
よ
く

理
解
し
、
継
続
的
に
行
う
こ
と
が

で
き
る
団
体
が
対
象
と
な
り
ま

す
。

● 

対
象
資
源　

新
聞
紙
、
ダ
ン

ボ
ー
ル
、
雑
誌
な
ど
の
古
紙

や
布
類
。
一
般
家
庭
よ
り
排
出

す
る
も
の
に
限
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

● 

奨
励
金
額　

資
源
回
収
業
者

に
引
き
渡
し
た
資
源
の
量
一
キ

ロ
当
た
り
に
つ
き
、
八
円
を
交

付
し
ま
す
。

● 

申
請
方
法　

実
施
団
体
は
、

ま
ず
団
体
登
録
の
申
請
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
補
助
金
の

交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
と

き
は
、
資
源
回
収
業
者
の
計

量
証
明
書
、
代
表
者
の
印
鑑
、

振
込
先
の
写
し
を
持
っ
て
き
て

く
だ
さ
い
。
い
つ
で
も
受
け
付

け
を
行
い
ま
す
。

● 問い合わせ　本庁環境衛生係☎ 32・0516

宮
若
市
乗
り
合
い
バ

ス
で
運
行
し
て
い

る
桃
山
線
に
つ
い

て
は
、
５
月
１
日
か
ら

水
町
集
会
所
、
東

西
区
、
磯
光

施設名 担当地域

照陽園
☎３２・２５８８

二坑、あけぼの団地、上大隈中、上大隈西、
欅原、日陽、五坑上町、松尾、天竺下、菅
牟田、埴安、鶴田、東町、桃山、水町、岩
河内、矢萩団地、和の里団地、毛勝、磯光、
大之浦東南部南区、県営宮田団地、大之浦
東西区、新成中北、菅町、岩淵、生見、所田、
脇野、千石、宮田宿舎、美里ヶ丘、梅の木
団地、桐野宿舎、桐野本区

つくも苑
☎３３・４００１

太蔵東区、太蔵南区、太蔵中区、太蔵西区、
桐野東区、上大隈東、原町杉坂、ニュータ
ウン杉坂、龍徳、白百合団地、百合野団地、
本城、長井鶴、向陽団地、陽の浦、芹田、
下有木、旭ケ丘、上有木、内山、倉久、四
郎丸、新笠松、飯之倉、勝負尻

リストーロ
☎５５・３０３５

若宮地区全域

ＪＲ宮田
バス停

所田温泉口

宮若
市役所前

上大隈

天照宮前

筑前磯光

磯光
郵便局前

長浦

埴安

西菅牟田

桃山

東西区

水町
集会所

水町

東菅牟田

東町

筑前磯光

天照宮前

上大隈

宮若
市役所前

所田温泉口

ＪＲ宮田
バス停

郵
便
局
前
の
三
カ
所
の
停
留
所
を
新
設

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
筑
前
磯
光
〜
水
町
〜

桃
山
の
間
を
、
西
回
り
と
東
回
り
の
二

通
り
で
循
環
し
て
運
行
し
ま
す
。

　

料
金
に
つ
い
て
は
、
距
離
数
に
応
じ

て
算
定
し
て
い
る
の
で
、
同
じ
停
留
所

で
乗
り
降
り
し
て
も
、
西
回
り
、
東
回

り
に
よ
っ
て
料
金
が
変
わ
る
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
５
月

１
日
発
行
の
広
報
紙
と
同
便

で
送
付
し
ま
す
。

● 

新
設
バ
ス
停　
▽

水
町
集
会
所
▽

東
西
区
▽

磯
光

郵
便
局

● 

料
金
例　
▽
東
回
り
で
東
町
バ
ス
停

か
ら
JR
宮
田
バ
ス
停
＝
二
百
円
▽
西

回
り
で
JR
宮
田
バ
ス
停
か
ら
東
町
＝

二
百
円
、
▽
西
回
り
で
JR
宮
田
バ
ス

停
か
ら
東
町
＝
百
六
十
円
（
既
存
の

バ
ス
停
に
も
停
車
し
ま
す
）

路
線
廃
止
が

決
ま
っ
て
か
ら
で
は

遅
い
の
で
す

　　

宮
若
市
乗
り
合
い
バ
ス
を
始
め
、
公

共
の
交
通
機
関
は
、
皆
さ
ん
に
利
用
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
一
番
で
す
。

　

路
線
廃
止
の
大
き
な
要
因
が
乗
車
率

が
低
い
こ
と
で
す
。
皆
さ
ん
の
利
用
が

増
え
て
く
る
と
、
さ
ら
に
そ
の
路
線
の

便
数
が
増
え
る
な
ど
利
便
性
が
高
ま
り

ま
す
。
あ
な
た
の
利
用
が
バ
ス
路

線
を
守
り
ま
す
。

西回りのコース

東回りのコース
● 料金例

ＪＲ宮田
バス停東町

２００円（東回り）

ＪＲ宮田
バス停東町

２００円（西回り）

ＪＲ宮田
バス停東町

１６０円（東回り）

※ 料金については、距離数に応じて算定しているので、同じ停
留所で乗り降りしても、西回り、東回りによって料金が変わる
ところがあります。ご注意ください。



今月の健康

● 問い合わせ
保健センター☎３２・８５３０、保健センター「パレット」☎５５・６０００
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ealth centerh

麻
ま

しん（はしか）、風しんの予防接種の第３期・第４期が始まります

　

妊
娠
初
期
は
、
ま
だ
お
腹
は
目
立
ち
ま
せ
ん
が
、

赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
の
健
康
を
守
る
た
め
に
は
、

と
て
も
大
切
な
時
期
と
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
外
見
か
ら
は
、
妊
婦
で
あ
る
か
ど
う
か
判

断
を
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
り
、「
つ
ら
い
症
状
」

が
あ
る
場
合
な
ど
も
、
周
囲
が
気
が
付
き
に
く
い
こ

と
が
あ
る
な
ど
、
と
て
も
難
し
い
状
況
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

宮
若
市
で
は
、
４
月
か
ら
母
子
手
帳
の
交
付
を

受
け
る
お
母
さ
ん
に
、
左
の
絵
の
よ
う
な
「
マ
タ
ニ

テ
ィ
ー
マ
ー
ク
」
を
配
布
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

妊
婦
の
皆
さ
ん
が
、
妊
娠
期
間
中
を
よ
り
安
心
し
、

そ
し
て
幸
せ
な
気
持
ち
で
毎
日
を
送
れ
る
よ
う
な
社

会
の
実
現
を
、
目
指
す
た
め
に
作
ら
れ
た
マ
ー
ク
で

す
。

　

こ
の
マ
ー
ク
を
付
け
て
い
る
お
母
さ
ん
を
見
か
け

た
ら
、「
電
車
や
バ
ス
停
で
は
、
優
先
し
て
席
を
譲
っ

た
り
、
乗
降
時
に
協
力
す
る
」、「
近
く
で
の
喫
煙
は

控
え
る
」。「
妊
婦
さ
ん
へ
の
や
さ
し
い
一
言
」
な
ど
、

妊
婦
さ
ん
へ
の
思
い
や
り
の
あ
る
心
遣
い
を
、
お
願

い
し
ま
す
。

　

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
マ
ー
ク
は
妊
娠
中
で
あ
る
こ
と
を

伝
え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

　

昨
年
、
十
代
か
ら
二

十
代
の
若
年
層
を
中
心

に
麻
し
ん
が
流
行
し
、

学
校
が
休
校
す
る
な
ど

の
社
会
的
混
乱
が
起
き

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

流
行
を
繰
り
返
さ
な
い

た
め
に
、
厚
生
労
働
省

は
平
成
24
年
を
目
標
に

麻
し
ん
排
除
計
画
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
計
画
の
一
つ
と
し
て
、
４
月
か
ら
麻
し
ん
風

し
ん
予
防
接
種
の
対
象
者
が
現
在
の
一
期
、
二
期
に

加
え
、
五
年
間
の
期
限
付
き
で
三
期
、
四
期
の
予
防

接
種
を
行
い
ま
す
。

● 

対
象　
▽
三
期
＝
中
学
一
年
生
に
相
当
す
る
年
齢

の
人
▽
四
期
＝
高
校
三
年
生
に
相
当
す
る
年
齢
の

人
※ 

対
象
者
に
は
お
知
ら
せ
を
し
ま
す
。
な
る
べ
く
早

く
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

「
麻
し
ん
」
と
は
ど
ん
な
病
気
？

　

毎
年
、
春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
流
行
す
る
病
気
で
、

麻
し
ん
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
感
染

症
で
す
。
感
染
力
が
非
常
に
強
く
、
免
疫
を
持
っ
て

い
な
い
人
が
感
染
す
る
と
ほ
ぼ
百
パ
ー
セ
ン
ト
の
確

率
で
発
症
し
ま
す
。

　

一
度
、
麻
し
ん
に
感
染
し
て
発
症
す
る
と
一
生
免

疫
が
持
続
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

感
染
し
て
約
十
日
後
に
発
熱
や
咳
、
鼻
水
と
い
っ

た
風
邪
の
よ
う
な
症
状
が
現
れ
ま
す
。
二
日
か
ら
三

日
間
、
微
熱
が
続
い
た
後
、
三
十
九
度
以
上
の
高
熱

と
発ほ
っ
し
ん疹
が
出
て
き
ま
す
。
ま
た
、
肺
炎
や
中
耳
炎
を

合
併
し
や
す
く
、
患
者
千
人
に
一
人
の
割
合
で
脳
炎

が
発
症
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

保健事業の会場変更について

マタニティーマークは妊娠中であること伝えるメッセージ

　

宮
若
市
誕
生
後
、
お
子
さ
ん
か
ら
高
齢
者
の
皆
さ

ん
ま
で
の
健
康
診
査
や
健
康
相
談
な
ど
を
保
健
セ
ン

タ
ー
（
本
城
）
と
保
健
セ
ン
タ
ー
「
パ
レ
ッ
ト
」（
金
生
）

の
２
カ
所
で
運
営
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
本

城
地
区
に
あ
る
保
健
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
「
施
設
や

駐
車
場
が
狭
い
」
な
ど
と
い
っ
た
意
見
も
増
え
て
き
ま

し
た
。

　

そ
こ
で
、
４
月
か
ら
の
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
保
健

セ
ン
タ
ー
パ
レ
ッ
ト
（
金
生
）
を
中
心
に
行
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
平
成
20
年
度
日
程
表
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

   

パ
レ
ッ
ト
は
JR
九
州
バ
ス
（
福
岡
直
方
線
）、「
若
宮

中
央
公
民
館
前
」
で
下
車
し
、
徒
歩
一
分
の
と
こ
ろ
に

あ
り
ま
す
。

　問診、血圧測定と、筋力・持久力・柔軟
性のチェックをします。持久力はエルゴメー
ターという運動器具で測定します。体力測
定の結果をもとに、運動指導員が個人に合っ
た運動メニューを作成することもできます。
体力測定終了者はパレットの運動器具を継
続して利用することができます。
● 定員　６人（１回当たり）
● 対象者　市内に住んでいる２０歳以上の
人
※ 必ず予約が必要です。
※ 治療中の疾患や運動制限がある人は事前
に主治医にご相談の上お申し込みください。
血圧などが高いと体力測定をできない場合
があります。ご注意ください。
● 実施日と予約申込日（４月から７月分）

福丸バスセンター

至若宮 IC

至直方 至飯塚

至宮田団地

至福岡

黒目橋

若宮総合支所

福丸橋

コンビニエンスストア

保健センター
パレット

妊婦の皆さんが幸せな気持ちで毎日を送れるような社
会を目指します

実施日 時間 申込期間

４月
１７日（木） 午前１０時から正午 ４月７日（月）から１１日（金）

２４日（木） 午後６時まで８時まで ４月１４日（月）から１８日（金）

５月
８日（木） 午前１０時から正午まで ４月２８日（月）から５月２日（金）

２２日（木） 午後６時まで８時まで ５月１２日（月）から１６日（金）

６月
５日（木） 午前１０時から正午まで ５月２６日（月）から３０日（金）

２６日（木） 午後６時まで８時まで ６月１６日（月）から２０日（金）

７月
１０日（木） 午前１０時から正午まで ６月３０日（月）から７月４日（金）

２４日（木） 午後６時まで８時まで ７月１４日（月）から１８日（金）

実施日（予約不要） 時間

４月 １７日（木） ２４日（木）

午後１時から２時まで
５月 ８日（木） ２２日（木）

６月 ５日（木） ２６日（木）

７月 １０日（木） ２４日（木）

手軽に始める

健康づくり
にこにこ運動教室

あ
な
た
の
健
康
づ
く
り
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い

平
成
20
年
度
に
こ
に
こ
運
動
教
室

体力測定 予約が必要です

保
健
セ
ン
タ
ー
パ
レ
ッ
ト
で
は
、
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
体
力
測
定
や
運
動
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。
運

動
を
始
め
て
み
た
い
人
、
一
緒
に
運
動
す
る
仲
間
が
欲
し
い
人
は
ぜ
ひ
パ
レ
ッ
ト
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　音楽にあわせてストレッチ体操やリズム体操等をおこなう教室です。
● 対象者　市内に住んでいる２０歳以上の人
※ 運動指導員が指導します。予約は必要ありませんので、開催日に直接お越しください。
● 実施日（４月から７月分）

健康運動教室 予約は必要ありません

麻しんは、子どもが一度かかる病気と言
われていますが、大変恐ろしい病気です

  県道
  ２１



図書室だより

l ibrary● ４月の休館日　７日、１４日、２０日、２８日、２９日
● 問い合わせ　中央公民館☎３２・０１２３

ブランケットキャッツ
黒松 清・著
朝日新聞社

　まあ、なんてこと！
デイビッド・スモール・著

平凡社

新学期の始まりです！子どもに何か手
作りのものを使ってほしいと思ってい
る人。とっておきの本が図書室に入り
ました。バッグやお弁当袋など、日常
使える小物の作り方を紹介した本です。
まっすぐにミシンをかけるだけの簡単
な作り方が多いのが、とっても嬉しい
特徴です。自分でも使いたくなってし
まうほど、可愛くておしゃれなデザイ
ンがいっぱいありますよ。

２泊３日でレンタルできる猫がいる。
猫の大切な持ち物は、生まれた時から
使っている汚れた毛布でした。猫をレ
ンタルする人々は、家庭や人間関係な
ど、それぞれ悩みを抱えていますが、
１匹の猫が２泊３日いることで、小さ
な奇跡が訪れます。言葉と言葉の間か
ら、「希望」という光が指しこんでく
るような、切なくて、温かな短篇集で
す。

朝、目を覚ますと、なんと頭の上に大
きなツノがはえていました。服を着
るのが大変だし、部屋から出ようとし
ても簡単に出られないし…。でもね、
ちょっと不便なところもあるけれど、
楽しいこともいっぱいあるわ。ママは
びっくりして気を失ってしまったけれ
ど。１ページ１ページに展開があって、
最後のページはこれまたニヤリ。元気
いっぱい笑ってほしい絵本です。

ブランケットキャッツ

今月の新刊です
● 一般の本
なげださない（鎌田 實・作）
誕生日全書サッフィー・クロフォード（宝島社・作）
● 児童の本
怪盗クイーン、仮面舞踏会にて 前編（はやみね かおる・作）
あなたがとってもかわいい（みやにし たつや・作）

ブックスタート。それは、
宮若市で生まれたすべて
の赤ちゃんが、温かな環
境で育って欲しいという
願いを込めた事業です。
宮若市では生後 4カ月の
赤ちゃんと保護者に、ひと
月に 1度、絵本や冊子を
入れたブックスタートパッ
クを手渡しています。今
回、このブックスタートを
お手伝いしていただけるボランティアを募集していま
す。ボランティアの皆さんには、保護者がブックスター
トの説明を受けている間、赤ちゃん
をお預かりして絵本を見せていただ
くことをお願いしています。詳しく
は中央公民館の津田、または吉柳ま
でご連絡ください。

ブックスタート
ボランティアを募集します

　参加するとシールが貼れるお話し会カードがもらえま
す。たくさんシールを集めてね。今回の簡単工作は「封
筒でつくる、パクパク人形」です
● とき　５月１０日 （土）午後２時から 
● ところ　中央公民館１階児童室
※ 参加費は無料です。

おはなし会のお知らせ

渡部サトの通園通学グッズ
渡部サト・著
河出書房新社

渡部サトの通園通学グッズ
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公民館トピック

ommunityc● 問い合わせ
中央公民館☎３２・０１２３、中央公民館若宮分館☎５２・０８５９

第３回親子キックベースボール大会出場チーム募集
● 問い合わせ　本庁スポーツ振興係☎３２・０１２３

● とき　５月１１日（日）午前８時３０分集合、午前９時開会式
● ところ　西鞍の丘総合運動公園多目的広場
● 参加資格　市内に住んでいる小学生と成人
● チーム編成　 ▼ 地区公民館単位（選手不足のときは、数地区
合併も認めます）やジュニアクラブチームなどで編成すること。
（同一グループ２チーム以内）
  ▼  1 チーム＝小学生５人（男女を問いません）、成人 3人（男性
１人、女性２人）とします。ただし、男性の代わりに女性でも

参加可能とします。
● 申込締切　４月２５日（金）午後５時まで
● 申込先　中央公民館、若宮分館
※ 希望があれば、申込用紙をＦＡＸでお送りします。電話での申
し込みはできませんのでご了承ください。

● 代表者会議　５月１日（木）午後７時３０分から
● 代表者会議会場　中央公民館２階学習室
※ 欠席する場合は、必ず代理者が出席してください。

投
げ
る
、蹴
る
、走
る
…

ス
ポ
ー
ツ
の
醍
醐
味
が

一
つ
に
集
結
。

　期間中は、ボランティアによる古墳の説明が
あります。 日本に現存する装飾古墳でも、極め
て保存状態がよい竹原古墳。無料公開を機会に、
筑豊地区の歴史探訪に出掛けてみませんか。 

● とき　４月１９日（土）、２０日（日）午前９
時３０分から午後４時まで

● ところ　諏訪神社境内
● 問い合わせ　本庁文化振興係☎３２・０１２３

春の遠賀川流域同時公開事業

国指定史跡竹原古墳を無料で公開します
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StyleReader's

市内にはさまざまなコミュニティがあり、独自の活動をしています。そんな皆さんの活動をご紹介するコーナーがリーダーズスタイル（あ
なたの生活）です。

　

３
月
16
日
、

長
井
鶴
自
治
会

で
は
、「
長
井
鶴

を
歩
こ
う
会
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

大
会
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
３

月
27
日
に
開
通

予
定
の
福
岡
・

直
方
バ
イ
パ
ス

を
一
足
先
に
体

験
す
る
と
い
う

ユ
ニ
ー
ク
な
こ

の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
大
会
。
自
治

会
長
の
占
部
靖
さ
ん
は
「
県
道

福
岡
・
直
方
線
の
開
通
は
本
当

に
喜
ば
し
い
こ
と
。
地
元
と
し

て
長
年
の
願
い
で
も
あ
り
ま
し

た
」
と
感
慨
深
く
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
当
日
は
地

域
外
か
ら
の
参
加
者
も
あ
り
、

総
勢
百
二
十
六
人
が
新
し
い
道

路
を
歩
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
県
道
の
真

ん
中
を
堂
々
と
歩
け
る
な
ん
て

開
通
し
た
ら
で
き
な
い
こ
と
。

貴
重
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
」

と
、
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
に
は
、
地
名
な
ど
の
問
題

も
用
意
し
て
あ
り
、
参
加
者
た

ち
を
飽
き
さ
せ
な
い
さ
ま
ざ
ま

な
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
イ

ベ
ン
ト
で
し
た
。

　
「
宮
若
市
の
地
域
文
化
や
ま

ち
づ
く
り
に
親
し
む
」
を
テ
ー

マ
に
活
動
し
て
い
る
市
民
劇
団

宮
若
レ
イ
ン
ボ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
。

第
２
回
の
定
期
公
演
が
行
わ
れ

ま
す
。

● 

と
き　

４
月
５
日
（
土
）、
▽

一
部
＝
午
後
１
時
会
場
、
１

時
30
分
開
演
▽
二
部
＝
午
後

５
時
会
場
、
５
時
30
分
開
演

● 

と
こ
ろ　

宮
田
文
化
セ
ン
タ
ー

● 

入
場
料　

五
百
円
（
全
席
自

由
）

● 

問
い
合
わ
せ　

劇
団
宮
若
レ

イ
ン
ボ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
事
務

局
☎
０
９
０
・
３
３
２
６
・
５
７

８
４

● 

あ
ら
す
じ　

未
来
の
車
づ
く

り
に
夢
中
な
父
、
薫
（
か
お

る
）
と
、や
さ
し
い
母
、友
美
、

そ
し
て
、
10
歳
の
真
央
（
ま

お
）。
あ
る
日
、
母
が
病
気
で

亡
く
な
り
、
そ
の
シ
ョ
ッ
ク

か
ら
真
央
の
心
は
閉
ざ
さ
れ
、

歩
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
う
。
明
る
く
元
気
だ

っ
た
真
央
の
笑
顔
を
取
り
戻

そ
う
と
、
父
は
懸
命
に
語
り

か
け
る
。
満
月
の
夜
、
真
央

を
誘
っ
て
、
散
歩
に
で
か
け

よ
う
と
し
た
父
は
目
の
前
で

倒
れ
て
し
ま
う
。
薫
が
家
族

の
よ
う
に
愛
し
た
車
、
ア
ポ

ロ
ン
。
母
が
大
好
き
だ
っ
た

宮
若
市
の
森
。
真
央
は
、
薫

は
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
か
。

　

市
内
の
育
児
中
の
母
親
た
ち

で
作
る
子
育
て
サ
ロ
ン
「
わ
い

わ
い
ク
ラ
ブ
」
は
、
二
年
前
に

開
設
し
た
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

で
す
。
そ
の
取
り
組
み
と
し
て
、

学
校
の
余
裕
教
室
を
活
用
し
、

生
徒
と
乳
幼
児
が
交
流
す
る
場

を
宮
田
西
中
学
校
内
に
開
設
し

ま
し
た
。

　
「
こ
れ
か
ら
大
人
へ
と
な
っ
て

い
く
生
徒
に
と
っ
て
、
こ
の
時
期

に
幼
児
や
そ
の
母
親
た
ち
と
触

れ
あ
う
こ
と
は
と
て
も
有
意
義

な
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
」
と
山
本
俊
一
校
長
も
情
操

教
育
の
面
か
ら
期
待
を
寄
せ
て

い
ま
す
。

　

市
内
で
子
育
て
に
奮
闘
し
て

い
る
お
母
さ
ん
で
、
悩
み
や
興

味
が
あ
る
人
は
サ
ロ
ン
を
の
ぞ

い
て
み
ま
せ
ん
か
。
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　

笠
松
地
域
の
環

境
問
題
に
つ
い
て

取
り
組
む
「
笠
松

地
域
環
境
対
策
会

議
」
で
は
、
笠
松

小
学
校
の
児
童
を

対
象
に
交
通
安
全

の
標
語
を
募
集
し

ま
し
た
。
厳
正
な

る
審
査
の
結
果
、

次
の
八
作
品
を
優

秀
作
品
と
し
て
表

彰
。
そ
れ
ぞ
れ
の

作
品
を
横
断
幕
に

し
、
交
通
モ
ラ
ル

向
上
の
た
め
、
地

域
の
八
カ
所
に
設

置
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
地
域
の
安
全
意
識
の

高
揚
を
図
り
な
が
ら
環
境
美
化

な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　彼岸花の球根の植え付けや、大釜でつ
くったホカホカの豚汁、焼きたてのちくわ
を食べます。
 まつり前夜には、１，３００本のキャンドル
が公園内を幻想的に映し出します。キャン
ドルに点火してみたいという人は、着火装
置を持って、河川公園の東屋にお越しくだ
さい。
● とき　４月５日（土）、６日（日）
● ところ　犬鳴川河川公園
● 内容　 ▽４月５日＝ 午後７時からキャン
ドル点火（雨天中止） ▽６日＝午前１０時
３０分から彼岸花球根の植え付け、豚汁
会 (無料 )

● 問い合わせ　犬鳴川みどりの会事務局
（本庁まちづくり推進グループ）
　☎３２・０５１２

幻
想
的
な
犬
鳴
川
に

出
会
っ
て
み
ま
せ
ん
か

犬鳴川まつり

生徒と幼児の新しい関係
宮田西中学校で子育てサロン

福岡直方線バイパスを満喫した１日
長井鶴を歩こう会ウォーキング大会

車が人を  守ってにっこり  笠松路
笠松地域環境対策会議が交通安全啓発標語を募集、表彰

今回のテーマは、自動車と親子愛
劇団宮若レインボーカンパニー、定期公演「アイ・ラブ・アポロン～靡山、満月のよるに奇跡が…～」

名前 標語

寄井美来 安全と　思うな危険　横断歩道

宇野成隆 スピード違反　あなたの命を　短くするぞ

小松洋 わき見運転　ちょっとの油断が　命とり

神谷侑紀 ついついと　ちょっとの違反が　事故になる

一ノ瀬宏樹 運転手さん　歩く人にも　思いやりを

入江和哉 飲んで乗られて　こわされて　人も車も泣いている

田代　梢 車が人を　守ってにっこり　笠松路

木野竜誠 ボクたちを　ちゃんと見ててよ　ドライバーさん

今年で２回目となる定期公演。団員数も増え、昨年よりも成長した姿を見ることが
できます。当日券も販売していますので、ぜひ見に来ませんか。

橋の途中には七メート
ルを超えるこいのぼり
を設置。子どもたちも
大喜び。

市内で活動するコミュニティを
紹介するページです。掲載を
希望する人はこちらまでお問
い合わせください。
● 問い合わせ　本庁まちづく
り推進グループ☎３２・０５
１２

ご連絡お待ちしています



優良運転者は表彰を
受けることができます　

　過去１０年以上、無事故無違反の人
は、宮若警察署、福岡県警察本部長の
表彰の申請をすると表彰を受けること
ができます。
● 必要書類　無事故無違反証明書、
運転経歴書
● 申込期限　５月１２日（日）まで（必
要書類は警察署交通課、駐在所、
交番、交通安全協会にあります）

● 問い合わせ　宮若交通安全協会
   ☎３２・２７３７

春の恒例イベント
トヨタスプリングフェスタ

　どなたでも楽しめるイベントを盛り
だくさん用意しています。
● とき　４月１３日（日）午前９時３０
分から午後４時まで（雨天決行）

● ところ　トヨタ自動車九州敷地内
● 内容　 ▽お笑いタレントショー＝ア
ンガールズ ▽スプリング・ミニライ
ブ（中村中、竹仲絵里） ▽ＫＢＣラ
ジオ公開録音、生放送など

● 問い合わせ　トヨタ自動車九州スプ
リングフェスタ事務局

　 ☎０９２・７１１・３３５５

いこいの里千石キャンプ場
の予約を受け付けます

　４月から予約受け付けを始めます。
● ４月１日から３０日まで　市内在住
の人のみ、窓口で予約できます。（住
所を確認できるものが必要）

● ５月1日から　電話受付を始めま
す。市外の人も予約できます。

● 受付時間　午前８時３０分から午後
５時１５分まで（土、日曜日・祝日
は除きます）

● 問い合わせ　本庁商工観光係
　☎３２・０５１９

ご利用ください
無料入館カード

　４月２日から社会福祉センターと老
人福祉センターの「無料入館カード」
を発行します。希望する人は、申請が
必要です（本人確認出来るものを持っ
てきてください）。
● 対象者　 ▽市内在住の７０歳以上の
人 ▽市内在住の６５歳以上で老人医
療を受給している人

● 有効期限　４月１日（火）から平成
２１年３月３１日（火）まで

● 利用回数　１年で１２回
※ 再発行はしません
● 申込み・問い合わせ　本庁老人福
祉係☎３２・０５１５、支所福祉グ
ループ☎５２・１１１３

献血にご協力お願いします

　血液が不足しています。皆さんのご
協力をお願いします。
● とき　４月２３日（水）午前９時３０
分から午後３時３０分まで

● ところ　若宮総合支所
● 問い合わせ　保健センターパレット
☎５５・６０００

農業者の老後の安心を
農業者年金

　農業者年金は、国民年金の上乗せ年
金としての国の制度で、農業者の老後
の蓄えとして農業者だけが加入できる
積立方式の安定した年金制度です。
　また、一定の要件を満たす認定農業
者には、保険料の国庫補助（月額最高
1万円）があり、収められた保険料は
全額、社会保険料控除の対象となり節
税にも繋がります。
● 問い合わせ　本庁農業委員会☎３
２・３５５３

合併処理浄化槽補助金の
受け付けを行います

　市内で居住を目的とした専用住宅に
処理対象人員１０人以下の合併処理浄
化槽を設置しようとする人に、予算の
範囲内で補助金を交付します。
● 補助対象　 ▽主に住むための建物
（専用住宅）であること ▽小規模店
舗などを併用した住宅の場合は、延
床面積の２分の１以上が居住の用に
供する建物 ▽アパートも可

● 補助金額

● 問い合わせ　本庁下水道課管理係
☎３２・３２３２

公共下水道受益者負担金の
手続きが始まります

　公共下水道が使用できるようになっ
た龍徳地区や白百合団地の一部の皆さ
んに対して、公共下水道受益者負担金
の手続きを始めます。この負担金は、
土地の面積に対して１平方メートル、
５００円となっています。また市では、
受益者負担金の賦課対象区域をお知ら
せするため、縦覧を行います。
● 縦覧期間　４月１日（火）から午前
８時３０分から午後５時１５分まで（閉
庁時は除きます）
● 縦覧場所　本庁下水道課管理係
● 問い合わせ　本庁下水道課管理係
☎３２・３１５９
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その他
others  information

イベント・ニュース

排水設備指定工事店の
登録を終了しました

　排水設備工事を行う工事店の、平
成１９年度登録を終了しました。登録
件数が９３件となっています。今後は、
公共下水道が使用できる地域の人が、
宅内の排水設備工事を行うとき、排水
設備指定工事店の中から選んでいただ
くことになります。
　工事店一覧表は、ホームページや下
水道課で見ることができます。
● 問い合わせ　本庁下水道課管理
係☎３２・３２３２

５年を経過する人は手続きを
児童扶養手当

　４月から、児童扶養手当の受給から
５年を経過するなどの一定の要件に該
当する人について、児童扶養手当の減
額措置が始まります。
　次の対象に該当する場合には、提出
期限までに手続きをすれば、今までど
おりの額を受給することができます。
● 対象者　 ▽就業している ▽求職活動
などの自立を図るための活動をして
いる ▽身体上、または精神上の障害
がある ▽負傷や疾病などにより就業
することが困難である ▽あなたが監
護する児童や親族が障害、負傷、疾
病、要介護状態などにあり、あなた
が介護する必要があるため、就業す
ることが困難である

※  所得の状況や家族の状況に変動が
あった場合はこの限りではありません。

※  対象となる人へは、事前に「児童
扶養手当の受給に関する重要なお知ら
せ」を送付しますので、期限までに手
続きをしてください。
● 問い合わせ　本庁児童母子福祉係
☎３２・０５１７、支所福祉グループ 
☎５２・１１１３

5月の保健行事カレンダー
※ 会場はすべて保健センターパレット

７日（水）：すくすく相談
受付は午前１０時～１１時

８日（木）：にこにこ運動教室
体力測定コース（要予約）
午前１０時～正午
健康運動コース
午後１時～２時

１３日（火）：４カ月児健診
受付は午後０時４５分～１時

１４日（水）：２歳児歯科検診
受付は午後０時４５分～１時

１９日（月）：ベビーマッサージ教室（要予約）
午前１０時～１１時３０分

２０日（火）：７・１２か月健診
受付は午後１時～１時３０分

２１日（木）：すこやか食育教室
午前１０時～正午
：ポリオ予防接種
受付は午後１時１５分～２時１５分

２２日（木）：にこにこ運動教室
健康運動コース
午後１時～２時
体力測定コース（要予約）
午後６時～８時

２７日（火）：１歳６カ月児健診
受付は午後０時４５分～１時１５分

２８日（水）：離乳食教室（中後期・要予約）
午前１０時～１１時３０分

２９日（木）：がん検診（要予約）
受付は午前９時～１０時３０分

就労可能な障害者に
運転免許取得費を助成します

　身体障害者や知的障害者で、免許
取得後の就労などが見込まれる人に、
運転免許取得教習費の一部を助成し
ます。ただし、来年３月３１日までに
免許を取得することが条件です。
● 対象　 ▽４級以上の身体障害者手
帳を持つ人 ▽療育手帳の交付を受
けた人 ▽知的障害があると判定を
受けた人（申込多数の場合選考）

● 申込期限　５月３０日（金）まで
● 対象年齢　１８歳から５０歳まで
● 申込み・問い合わせ　本庁障害者
福祉係☎３２・０５１５、支所福祉
グループ☎５２・１１１３

肢体不自由の身体障害者に
自動車改造費を助成します

　肢体不自由の重度身体障害者が就
労のため、自らが所有し運転する自
動車の改造費用の一部を助成する制
度です。（所得制限があります）
● 対象　上肢や下肢、体幹機能障害
２級以上の身体障害者手帳の交付
を受けた人（申込多数の場合選考）

● 申込期限　５月３０日（金）まで
● 申込み・問い合わせ　本庁障害者
福祉係☎３２・０５１５、支所福祉
グループ☎５２・１１１３

安心安全まちづくりインフォメーション

校区別件数 宮田地区 光陵地区 宮田西地区 若宮地区 合計

車上ねらい 1（3） 0（0） 0（0） 3（3） 4（6）

部品ねらい 0（2） 0（0） 0（0） 1（1） 1（3）

乗り物盗 14（17） 2（4） 0（0） 1（1） 17（22）

自販機ねらい 2（4） 0（1） 0（0） 1（2） 3（7）

空き巣など 10（16） 5（6） 2（3） 2（3） 19（28）

合計 27（42） 7（11） 2（3） 8（10） 44（66）

交通事故 ２月中 １月からの累計

件数 85件 191 件

死者 0人 0人

負傷者 19人 55人

2月
交通事故発生件数と窃盗犯罪発生件数です（ ）内
の数字は１月からの累計です。
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今月の納税（４月）

● 国民健康保険税　第１期
● 固定資産税　第１期
● 納期限　４月３０日（水）
● 口座振替日　４月２５日（金）
　納期限内に納税されないときは、納
期限の翌日から完納される期間に応
じ、延滞金を徴収します。（最初の１
カ月は年利４.７％、以降１４.６％）
● 問い合わせ　本庁収納係☎３２・
１００８

ダムの主を釣り上げよう
ふれあい釣り大会

● とき　４月２７日（日）午前８時受
付、8時４０分開会式（天候不良の
場合は２９日に延期）

● ところ　力丸ダム十二支苑
● 定員　１５０人
● 参加費　１，０００円（保険料を含む）
● 申込締切　４月２１日（月）まで
● 申込み・問い合わせ　本庁商工観
光係☎３２・０５１９

２００８フェスティバルイン
千石ウォークラリー大会

● とき　５月１１日（日）午前９時
３０分受付、１０時３０分開会

● ところ　いこいの里千石水辺公園
● 申込締切　５月７日（水）
※ 送迎バスをご用意しています。
● 申込み・問い合わせ　宮若商工会
議所☎３２・１２００、 宮若市観光協
会☎５５・９０９０、 本庁商工観光係
☎３２・０５１９

グローバル・ウィング２００８
福岡県青年の翼参加者募集

　福岡県では、地域活動に意欲を持っ
た青年を海外に派遣し、テーマ別研修、
ボランティア活動、ホームステイなど
の多彩なプログラムを通し、国際的な
視野を備えた地域活動の青年リーダー
を育成するため「グローバル・ウィン
グ２００８」を行います。
● とき　１１月１５日（土）から２２日（土）
の８日間

● 訪問先　ドイツ・スウェーデン
● 募集人員　 ▽リーダー４人（３６歳
から３９歳まで） ▽メンバー＝３６人
（１８歳から２９歳まで）
※ 平成２０年４月１日現在の年齢
● 負担金　 ▽リーダー＝７７，０００円

▽メンバー＝１２８，０００円
● 募集期間　４月１４日（月）から６
月１３日（木）まで

● 問い合わせ　福岡県青年の翼実行
委員会事務局（県庁青少年課内）☎
０９２・６４３・３３８７

市営住宅空家入居者募集

● 受付期間　５月１日（木）から１６
日（金）まで

● 公開抽選会　６月下旬（予定）
※ 募集団地や戸数には広報５月号で
ご確認ください。（空家住宅がないな
ど、募集をしない場合があります）
● 申込み・問い合わせ　本庁住宅管
理係☎３２・０９５５

県営住宅入居者募集

● 受付期間　６月２日（月）から１０
日（火）まで

※ 募集対象団地、戸数などは募集案
内書に掲載しています。
● 申込書配布場所　本庁住宅管理係、
支所市民グループ

● 次回募集予定期間　９月１日（月）
から９日（火）まで

● 問い合わせ　筑豊県営住宅管理事
務所☎０９４８・２１・３２３２

大切な人を救える
知識と技術を学びませんか
救命講習受講者募集

　 心 肺 蘇 生 法
やＡＥＤ（電気
ショック）の使用
法、止血法などを
中学生からご年配
の人まで無理なく
学べます。
● とき　５月１８日（日）午前９時から
正午まで

● ところ　宮田消防署
● 定員　３０人（定員になり次第締切）
● 受付締切　４月３０日（水）まで
● その他　動きやすい服装でお越しく
ださい。

● 問い合わせ　宮田消防署救急消防
係☎３２・１１３２

直方鞍手はつらつ塾
受講生募集

　いきがいのある生活を目指して集
い、学び、交流しませんか。
● とき　６月１日から平成２１年３月３
１日（月に１～２回）

● 対象　直鞍地区や近隣に在住のおお
むね６０歳以上の人

● 科目・定員　 ▽民謡＝６０人 ▽吟詠
＝３０人 ▽唱歌＝１００人 ▽舞踊＝３０
人 ▽健康体操＝６０人 ▽俳句＝３０人

▽和紙絵＝４０人 ▽ペーパーフラワー
＝３０人 ▽絵手紙＝２５人 ▽６０歳代
健康づくり＝６０人 ▽７０歳代健康づ
くり＝６０人 ▽植木気功＝２０人

● 受講料　年間１，５００円（別途資料
代等が必要）

● 申込期間　4月１７日（木）から２０
日（日）まで、午前９時から午後 7
時まで

※ 定員を超えた場合、抽選となります。
● 問い合わせ　直方市中央公民館☎２
５・２２４１

納税
tax information
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人口 １０人増えました （31,413人） 出生 25人

男性 ４人増えました （14,871人） 死亡 39人

女性 ６人増えました （16,542人） 転入 121人

世帯数 ９世帯増えました （12,818世帯） 転出 97人

高齢化率 27.1％

● ２月２９日現在の人口です人の動き

※ 高齢化率とは、６５歳以上の人が人口に占める割合です

イベント・ニュース

補聴器相談を行います

　市から交付を受けた補聴器をお持ち
の人で、補聴器の聞こえが悪くなった
場合のご相談を行います。
● とき　 ▽本庁＝第３木曜日午前１０
時から１１時、午後１時から２時、
午後２時３０分から３時３０分まで ▽

若宮総合支所＝第３木曜日午後１時
から２時まで、第４火曜日午後１時
から２時まで（第３木曜日、第４火
曜日が祝日の場合はお休みします）

● ところ　本庁、支所会議室
● 申込み・問い合わせ　本庁障害者
福祉係☎３２・０５１５、支所福祉グ
ループ☎５２・１１１３

宮若市家庭児童相談室へ
お気軽にどうぞ

　お子さんの心配ごとを家庭児童相談
員に相談してみませんか。電話での相
談も行います。
● 相談日　 ▽来庁相談＝月曜日から金
曜日まで午前９時から午後４時３０
分（祝祭日、年末年始を除く） 

● ところ　宮若市家庭児童相談室
● 問い合わせ　家庭児童相談室☎３
２・０５７０

養育費電話相談を開始します

　母子家庭のお母さんや離婚協議中の
人を対象に養育費の電話相談業務を行
います。
● 受付時間　午前９時から午後４時
● 問い合わせ　福岡県母子家庭等就
業自立支援センター☎０９２・５８４・
３９３１

行政書士による無料相談会

　高齢者の暮らしと財産をテーマに、
相続や遺言、消費者問題などのご相談
を行います。
● とき　４月２７日（日）午後１時か
ら午後４時まで

● とき　本庁情報公開室
● 問い合わせ　アソシエイツ宮若
　主宰華村公一☎４２・３９５５

身近な問題をご相談ください
無料法律相談会

　司法書士が相続や遺言や不動産登
記・商業登記、多重債務、裁判など身
近な法律トラブルの相談を行います。
● とき　４月１２日（土）午前１０時か
ら午後３時まで

● ところ　宮若市社会福祉センター
● 問い合わせ　福岡県青年司法書士
協議会☎０９３・４７１・７５９４

あなたの夢をかなえませんか
福岡県保育士試験

● 試験日　 ▽筆記＝８月７日（木）、８
日（金） ▽実技＝１０月１３日（祝日）

● 試験案内発送　４月１日（火）から
● 受付期間　５月１３日（火）まで
● 問い合わせ　社団法人全国保育士
養成協議会保育士試験事務セン
ター☎０１２０・４１９４・８２

「正義を貫く」という生き方
福岡県警察官募集

　警察官Ａ、Ｃの採用試験を行います。
● 受付期間　４月１日（火）から２２
日（火）まで

● 第１次試験　５月１１日（日）
● 試験種類・定員　 ▽警察官Ａ＝２００
人 ▽警察官Ａ（女性）＝６人 ▽警察
官Ａ（武道指導）＝５人 ▽警察官Ｃ
＝８人

● 問い合わせ　福岡県警察本部警務
課採用センター☎０９２・６２２・０
７００

韓国の文化に触れてみませんか
　宮若市議会内の議員で構
成する「新生会」では、日韓
交流の架け橋として、市内中
学生と韓国の晋州東（チン
ジュドン）中学校の学生と国
際交流をするための協定を

締結しました。現在、７月中旬に交流ができるように準備を
進めています。来月の広報みやわかで、詳しい募集内容を掲
載する予定です。韓国の中学生と交流をしたいあなたの応募
を、お待ちしています。
● 問い合わせ　新生会代表、松井政信☎０９０・３７３２・９５
６６、ＦＡＸ２８・２８８０

募集
invite information

講座
lecture information

相談
consult information

試験
examination information
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く
さ
ん
捨
て
ら
れ
て
い
る

ん
で
す
。
せ
っ
か
く
拾
っ
て
も
、
帰
り

に
は
も
う
何
か
落
ち
て
い
る
。
悲
し
い

限
り
で
す
」
と
話
す
の
は
脇
田
に
お
住

ま
い
の
池
崎
武
丸
さ
ん
。

　

福
丸
の
鹿
児
島
屋
畳
店
を
経
営
し
て

い
る
傍
ら
、
空
い
た
時
間
を
使
っ
て
犬

鳴
峠
周
辺
の
ご
み
拾
い
を
し
て
い
る
池

崎
さ
ん
。
自
分
が
住
ん
で
い
る
地
元
を

き
れ
い
に
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
始

め
た
ご
み
拾
い
は
十
四
年
に
も
な
り
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
今
も
現
役
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
そ
の
清
掃
は
徹
底
し
て
行

わ
れ
ま
す
。
池
崎
さ
ん
が
活
動
す
る
の

は
、
車
の
通
行
量
が
多
い
県
道
の
た
め
、

大
変
危
険
を
伴
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

十
四
年
前
か
ら
犬
鳴
峠
周
辺
の
ご
み
を
拾
い
続
け
る
池
崎
武
丸
さ

ん
。「
自
分
が
気
に
な
る
か
ら
ご
み
を
拾
っ
て
い
る
だ
け
で
す
よ
」

と
謙
そ
ん
し
な
が
ら
話
さ
れ
ま
す
が
、
ふ
る
里
を
ご
み
に
埋
も
れ

さ
せ
た
く
な
い
と
い
う
強
い
思
い
を
持
た
れ
て
い
ま
す
。
今
月
の

「
き
ら
び
と
」
は
、
池
崎
さ
ん
の
今
後
の
夢
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

生
活
に
欠
か
せ
な
い
水
源
の
近
く
で
も

あ
り
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
お
い
し
い
水

を
飲
み
た
い
。
孫
た
ち
に
も
そ
の
お
い

し
い
水
を
飲
ま
せ
て
あ
げ
た
い
。
た
だ

そ
れ
だ
け
で
す
」。

　

そ
ん
な
池
崎
さ
ん
に
は
、
一
つ
の
夢

が
あ
り
ま
す
。

　
「
自
分
が
住
ん
で
い
る
地
元
を
き
れ

い
に
し
た
い
と
い
う
思
い
だ
け
で
始
め

た
ご
み
拾
い
で
す
が
、
も
っ
と
た
く
さ

ん
の
人
と
活
動
で
き
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
市
内
で
同
じ
よ
う
に
ご
み
を
拾
っ

て
い
る
人
が
い
た
ら
、私
も
そ
こ
に
行
っ

て
一
緒
に
活
動
を
し
た
い
で
す
ね
。
私

と
同
じ
志
を
持
っ
て
い
る
人
が
き
っ
と

い
る
は
ず
で
す
。
そ
ん
な
人
と
一
緒
に

ま
ち
を
き
れ
い
に
し
た
い
で
す
。
人
と

人
と
の
出
会
い
か
ら
、
つ
な
が
り
を
増

や
し
て
い
っ
て
。
き
れ
い
な
宮
若
市
に

し
た
い
で
す
ね
。
私
が
今
ご
み
を
拾
う

目
的
で
も
あ
り
、
夢
で
も
あ
り
ま
す
」。

　

来
年
八
十
歳
を
迎
え
る
池
崎
さ
ん

は
、
こ
れ
か
ら
も
拾
い
続
け
ま
す
。

「自分がやりたいからやるだけ。ごみを拾い
に行けんときは拾いたくて、拾いたくて逆に
ストレスがたまるよ」と笑い飛ばす池崎さん。
誰よりもモラルの向上を願っています。

池崎武丸さん（いけさきたけまる）・不法投棄防止推進委員
福丸で「鹿児島屋畳店」を経営する傍らごみ拾いを行う。福岡県さわ
やか道路美化促進事業の一環で、直方土木事務所で３番目に認定を
受ける。個人では始めて。以前と比べ、犬鳴峠のごみは減ったと話す
がいまだに不法投棄が絶えない。今日もごみ袋を片手に拾い続ける。

き ら び と
不法投棄防止推進員

池崎武丸さん（７９歳）


